
竃

回
(窮

P
lJ朋

)
費
行

t
す

寸
L
:.I:

ヰ護

.･撃

研 究 研 済 軽 部∴酷 需 毛 管 雷 蓋

戟 豊 籍 撒 戒 箱

月 三 年 七 卜 和 昭

特輯南方擢潜流

南方経済の基本問題--･三三…-･･･-漂単空谷譜珊欝隻邦幣制に於ける････-義孝望松比島資源慣値の準甲…･･･--‥…--‥‥経済単土建'rijルマの資源a/j産業R/j貿易-････････････-～･･････大-T･t･･;ドの農産資源""-"""小"い･;;;-≡-:-･L-IW･ヒ弼濠洲樫唐事情･･･三･･-I_･…--･･･-･･---･営農凄投資植民地.,JLでの蘭領インド･･･躍滑学士北印度支部桝紬フランスの経済政策--･照準準士河

口舌彦岡孝兄

香

未

場

+-~~繭i

Tnr
本
経
済
･,J
南
洋
貿
易

-
･-
-
･･-
-

-
･-
･･･碓
津
撃
士

南
方
繊
維
原
料
の
生
産

に
つ
い
て
････-
･･････揮
済
畢
士

南
方
ゴ
ム
資
源

/̂)
其
の
封
琴

････-
･･････････経
滑
車
博
士

南

方

資

源

諭
･-
-
･･･････…
･-
･三
-
縄
済
畢
博
士

附
鼓

南

方

文

献

目

録

庵 谷 同 校

川

口部井野崎
崎

虎吉利健

三 彦 良一清 二 博 亮 郎 忠 起

東 教 閣 斐 有 尊 書



ノ

-濠

洲

経

済

事

情

b a 農 概

;さと !､

鮎#

沓

良

策

C

涛

･,.yl

d

TE,1m

即日
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旦
V

仏経

=
l
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月

タブ

E
l

解

業

Ill/､
.一
ノヽhzI

TrT.
IY
′U
･‖代

金
､
石
炭
'
銅
'
盛
'
釦
'
錫

五

第
二
衣
仕
界
大
戦
と
濠
洲
の
群
滞

一

概

宮

崎

義

濠
洲
の
産
業
は
普
通
軍

功
と
弄
二
雪

に
わ
け
て
考

へ
ら
れ
る
｡
第

一
次
産
碧

は
農
業
,
牧
畜
,
錦
菜
･
漁
葦

林
業
等
を

含
め
'
常
吉

ハ産
業
に
は
工
業

-
製
望

繋
が
編
入
さ
れ
る
0
第

妄

産
業
は
濠
洲
の
国
民
経
済
纂

て
第
妄

産
業
よ
-
･
よ
り

要
襲
な
役
割
を
演
じ
'
恐
慌
以
前
の
十
年
間
･
即
ち

一
九
二

0
1
二
0
年
-

で
は
･
濠
洲
の
墓

産
物
の
慣
警

至

謡

讐

漣

洲

擢

済

事

情

第
二
堪

7
四
七

第

1批

i.
四
七



投

洲

経

済

等

順

第

二
脊

1L
g
l
<

男

山批

1
四

八

i
iJ産
業
の
生
産
物
が
占
め
'

三
三
%
が
工
業
の
分
で
あ
っ
た
｡
が
､
こ
の
比
重
は
世

界
不
況
及
び

l
九
三

1
年
の
金

融

恐
慌
以
後
爽

弟

に
襲
っ
て
罪
た
｡
我
々
は
今
そ
の
過
程
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
分
析
す
る
事
は
で
き
た
3,が
.
濠
洲
は

山
九
t三

年
に
そ
の
国
民
経

鱗
を
根
本
的
に
修
正
す
る
事
を
飴
俵
な
-
ru
れ
允
の
で
あ
る
｡
比
は
療
洲
の
歴
史
に
焚
け
る
凝
狙
基
鮎
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
､
そ

紅
濠
洲
は
'
若
い
閥
の
例
に
洩
れ
ず
外
開
音
本
に
よ
っ
て
漁
連
し
て
衆
た
蹄
で
め
る
O
然
も
.
Tt
'の
非
常
に
多
-
の
部
分
が
'
私
位

で
は
な
-
公
債
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
､
在
外
公
債

(そ
の
TF=二
パ
ー
セ
ン
ト
は
一
九
三
〇
年
に
於
で
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
｡)
に

封
す
る
利
鞘
弘
の
馬
に
常
に
十
分
な
外
国
馬
智
の
手
持
ち
を
準
備
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
濠
洲
の
貿
易
が
多
額
の
輸
出
超
過

を
常
竺
不
し
.

ロ
ン
ド
ン
に
於
て
新
公
債

二

九
二
〇
年
か
ら
二
九
年
土
手
平
均
し
て
牢
三
干
潟
醸
)
を
蟹
行
し
得
る
な
ら
'
こ
の
利
梯
仏

も
濠
洲
の
国
際
収
支
の
バ
lア
ン
ス
ik
直

し
-
離
迫
す
る
尊
ば
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
'

1
九
三
二
十
に
於
け
る
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
萎

縮
､
こ
れ
と
同
時
に
お
こ
つ
た
外
国
貿
易
の
崩
演
等
の
事
情
は
'
濠
洲
が
そ
の
債
務
に
射
し
て
麦
耕
ふ
可
き
外
匪ー
駕
啓
の
T<
千
を
困

難
に
し
た
｡
第
二
に
豪
州
は
ー
羊
毛
r
小
琴

肉
'
酪
農
某
生
産
品
'
異
常
等
の
若
干
の
符

一
次
産
業
の
生
産
品
の
輸
出
を
王
要
輸

品
と
し
て
ゐ
た
の
で
､
農
産
品
の
伯
7
-
と
か
国
際
貿
易
に
於
け
る
そ
の
輸
出
入
擬
の
減
少
-
････
比
が
､
か
の
世
界
経
帝
不
況
を
特

徴
づ
け
る
傾
向
で
あ
っ

た
I

に
際
し
て
は
非
常
に
打
率
を
蒙
る
の
で
あ
っ
た
｡
濠
洲
に
於
け
る
相
射
的
に
高
い
生
活
桂
皮
I

･
此

は
部
分
的
に
は
外
債
に
よ
っ
て
賄
は
れ
る
公
共
事
業
や
顔
汎
な
社
骨
立
法
の
上
空

止
っ
て
ゐ
る
1

は
､
英
本
国
そ
の
他
に
於
け
る

有
利
な
商
品
市
場
の
保
持
を
保
件
と
し
て
維
持
さ
れ
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡
第
L二
に
'
濠
洲
は
∵

｣
の
第

1
次
産
瀧
か
ら
琴

産

業

へ
の
漸
進
的
移
行
に
あ
た
っ
て
.
こ
の
新
興
の
産
業
の
た
め
に
保
護
関
税
を
設
定
し
た
｡
こ
れ
は
英
'
米
等
の
輸
出
繋
著
に
反
感



亨

を
L
i
て
週

へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡

T
九
三

丁
年
の
園
際
収
支
勘
iLH
に
於
け
る
極
安
の
逼
迫
に
照
雁
す
る
薦
'
濠
洲
は
蔵

本
的
な
改
革
を
断
行
し
た
｡
比
は
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
の
政
策
と
デ
フ

レ
イ
シ
ヨ
ン
の

政
策
と
を
併
桶
す
る
も
の
で
あ
り
.
又
'
保
守
的
な
有
産
階
級
の
利
益
と
賃
鉄
塔
働
者

階
級
の
其
と
の
妥
協
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
結
果
'
又

一
般
的
な
世
界
経

済
の
規
準

品
且作
の
た
め
'
濠
洲
に
不
況
の
痛
手
itIJか
た
-
な
程
変
や量

回
復
す
る
笹

さ
て
重
た
に
で
あ
る
｡
あ
る
部
門
に

年
中
に
一]
兼
骨
有
の

｢
繁
栄
｣
さ
へ
見
ら
れ
た
の
■で
あ
っ
た
D

一
九
三

1
年
以

後
の
ロ

ン
ド
ン
に
於
け
る
起
草
公
厭
は
靖
ん
ど
牢
!
.
然
も
濠
洲
に
於
け
る
新
投
賓
額
は
不
断

に
増
大
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
こ
の
傾
向
の
結
果
は
全
公
債
濁
LU.
於
け
る
濠
洲
保
有
公
債

の
著
し
い
増
加
に
規
は
れ
て
ゐ
る
.
(第

1
表
参
照
)

箱
二
次
産
業
は
濠
洲
経
済
に
於
て
た
え
ず
そ
の
重
要
さ
を
加
へ
て
釆
'
第
二
攻
世
界

大
我
の
勃
蟹
に
あ
た
つ
て
は
.
全
生
産
額
の
殆
ん
ど
半
ば
を
上
]む
る
忙
到
っ
た
事
は
筒

二
表
の
示
す
如
-
で
あ
る
｡

か
･,
る
工
菓
化

へ
の
傾
向
に
も
か
1
は
ら
す
~
仝
鰻
と
し
て
歴
史
的
に
観
察
す
る
場

A
nt
特
に
そ
の
貿
易
を
検
討
す
る
場
合
ー
濠
洲
は
寄

一
次
産
業
に
そ
の
重
鮎
を
見
出
し

罪 -- 表 は洲番外公憤 上組内保有公憤

1,100,597.198

1.134,154,244

r
_
義

43,794,719

2･410･898 i 55･366･121

2,196,624 ; 47,557,033

750･763･366I 546･496･lE"
利

27,769.323

27.013.811

渡

洲

押

野

事

情

第

二
審

t
四

九

第

1
耽

1
四
九



第 二 親 政洲仝生産物物慣顎 (盲偽像.塘)

橡

洲

経

済

事

情

計

㌫

舶

捌

館 山 L~ …幣

第
二
番

1
五
〇

第

1
批

1
五
〇

て
ゐ
る
事
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
故
障
紅
碑
下
の
今
日
に
於

て
'

こ

の

事
は
深
刻
な

｢
矛
盾
｣
と
し
て
機
能
し
.
現

代
の

濠洲
の
経
済

上の問
題

は
'

か
1
る
矛
盾
を
中
心
に
展
開

E山

し
.
然
も
'
共
が
結
局
凍

洲
の

陀

姻即の
一
問

干とな
っ
てお
る

｡
か
･二
心
牙
婿
が
如
何
に
展

II.～r
T

二
PE=-.ト
l
.
;

ITrt･l1-'
ノ
]

開
で
･.･″∵

.,'∵

.i..
∴
).貞
盛
:小./
.
W
i･=[
･i:I,･/･.[･pJ

‥∵
J.･
iハV
i
=

叫
.甘
-∵
∵
-
A,:｣
･
.;
･(
.

警農家霊t悪業
40,31 9.6

〓

阜

-1'･t.､一昌･.

各
主
要
農
業
生
産
物
の
作
地
面
積
'
生
産
量
等
を
第
三
末

･
帝
四
表
に
示
す
｡

a

小

変

以
下
第
五
表
に
明
ら
か
な
る
如
く

小
変

の
作
地
面
環
は
全
作
地
面
横
の
六
二
㌢
を
こ
え
'

そ
の
生
産
量
も
最
も
多
く

世
界
の
主
要
小
変
生
産
園
の

1
つ
を
な
し
'

1
九
三
二
1
三
六
年

の
生
産
量
の
平
均
は
世
界
譜
生
産
顕
の
三

イ
五
二
嘉

を
し
め
'
又
'
世
界
小
穿
絶
貿
易
量
の

1

九

･
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
濠
洲
の
占
め
る
所
で
あ
る
｡
小
変
は
此
ikJ主
食
と
す
る
殆
ん
ど
何
れ

の
園
に
も
生
産
さ
れ
る
が
'
園
内
生
産
量
と
治
費
量
と
が
完
全
に
､
又
恒
久
的
に
.,(
ラ
ン
ス
の

と
れ
る
園
は
殆
ん
ど
な
い
｡
そ
の
た
め
小
変
は
国
際
貿
易
に
於
て
特
種
な
地
位
を
し
め
る
｡

小
変
の
生
産
地
帯
で
最
も
寅
大
な
又
最
主
要
毎
桝
は
最
大
降
雨
量
が
作
物
の
成
長
す
る
季
節

に
'
即
ち
冬
期
及
び
春
期
に
あ
る
地
帯
で
あ
る
O
か
1
る
地
域
に
は
何
部
及
び
南
部
濠
洲
の
小

･･･-

-I



第 =こ表 作 地 口IL 偵 (エ ー カ )
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名
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1
五

1

第

1
舵

一
丘

山

苫㌢ 物

小 耳≡ 上 張 等 !5-_葺 き

-28年
平 均

第 四 表 農 l% 物 仝 生 房 景
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19ー6--37
1937-38

1938-39

3･497･647㌦ ･500,907t 646･541
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1939-40 1210･283･681ti
1919-1928
し1､-1T-ニ_ill

i

-L6,313,369
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第 五 表 作 地 面 横 比 例 (1937-3日')
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奔
生
垂
相
帯
及
び
ニ
ュ
ー

･
サ
ウ
ス
･
ウ
ヱ
ル
ス

の甫
部
地
帯
が
包
含
さ
れ
る
U

か
ゝ

る
贋
大
な
る
地
域
に
つ
い
て
は
断
定
的
な
事

は
云
へ
な
い
が
.
原
則
と
し
て
'

1
年
の
降
雨
量

が
約
十
二
叶
以
下
の
所
な
ら
い
-
の

で
あ
っ
て
'
あ
と
は
作
物
の
生
長
す
る
季
節

l

の
雨
の
量
と
そ
の
分
布
と
に
碓
Lrlが
'
か
･-･
つ
て
TC!
.LO
の
で
.曾
L7
.

作
地
面
靖

嘉

三
表
参
照
)
が
毎
牢
槽
空

ヱ
@
理
由
に
は
富

市

の政
策
も
勿
論
重
要
な
因
子
で
あ
る
が
'
他
の
理
由
と
し
て
は
'
非

E)-
千-
ソrT]ノ

常
に
賛
汎
な
農
作
地
域
に
わ
た
っ
て
小
事
の
作
地
聖

子
が
詞
書
さ
れ
て
ゐ
'
そ
の
更

代
が非
常
に
フ

レ
ッ
キ
シ
プ
ル
だ
か
ら
で
あ

〉
O

I,)壷
割

を
竿
に
TTD
し

め
る

や
う

な

等

頂

か

な

か

っ

た

!?
P

u

b.
T
讃
√
頂

確
か
rl
詣
す
れ
13
潮
到
頭
層
7
2･招
じ
Tl･
竺
tjluE
と
す
rl

豊
作
の
た
め
に
必
頒
な
憶
件
は
.
第

一
に
軟
或
は
初
冬
UL
輯
何
け
ち
れ
た
撃

十
が
生
長
す
る
に
十
手

は
雨
量
が
吾

勺
か
ど
う
か
と

い
ふ
事
で
あ
る
D
第
二
に
作
物
'U
牧
博
幸
毒

も
た
す
に
十
三

忠
義

の
障
同
量
で
あ
る
｡
八
BjI
及
び
九
月
に
焚
け
る
降
水
量
も
牧
噂

に
決
定
的
な
影
詳
記
輿

へ
る
｡
所
璽
遠
洲
地
帯
は
他
の
地
帯
よ
り
､
l
言

確
賛
た
こ
の
降
謂
現
像
が
邑
ら
れ
る
が
'
収
穫
が
完
了
す

る
に
は
あ
ま
-
忙
阜
-
雨
が
終

っ
て
了
ふ
の
で
あ
る
.

此
等
の
地
域
で
は
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の
季
節
は
苦

週
乾
讐

レ
て
ゐ
る
し
又
暑
い
の
t,J.
he
n(Tet･
t
tT/･紫
の
轡

誉
TJ･C,･L'ろ
批
具
)

や
牧
埠

･
打
殺
乗
用
の
機
具
,b
l度
周
し
得
る
許
わ
で
な
-
.
こ
の
作
菜
過
程
敬
の
ば
す
零
が
で
き
る
の
で
'
念
に
特
別
な
努
働
力
む

必
要
と
す
る
事
も
な
く

農
具
も
此
敦
的
長
期
間
も
つ
の
で
あ
る
｡
気
陰
の
諸
傭
件
は

一
澱
に
錨
蘭
の
蟹
生
に
は
仝
-
不
良
な
の
で

あ
る
が
‥

■Fo
o
t･rt)ts"
と
か

.'take･aJl"
と
か
の
名
で
知
ら
れ
て
t空
っ
植
物
の
病
気
は
あ
る
O

衷

洲

揮

済

事

情

第

二
番

1
五
三

第

1
班

l
空

1:



毛

第 七 _表 小変 :醸洲よtIO)輸出皇 (プ ッ シ ュ Jt)

輸 出 先 国闇讐軍毒
英 本 圃
印 度

エ イ ア

南アフリカ聯邦

その他の英帯地

自 耳 義

支 那

コ二 チ

プ ラ

-

r･
.

プ

ン

ド イ ツ

伊 大 利
L] 本
そ の 他 の 圃

輸 出 先 圃

英

七

育

て

南 アフリカ聯邦

その他の英SEIL地

支 那

ト
洲
り
度

ン

国

,h

合
口

ど

の

a 2(I('e 734,572a

1･2三8･131書 . 1｡3,663

･･26…三悪 二十 ･ 40軍 卦 …972･'喜94冒

4;:;96言出 ≡言霊

437,466!2,909,408 4,71;≡,13714,41B,163

第 八 乗 穿粉 濠洲よりの輸出 (トン)

F1

43

05

91

64

73

23

9

3

2

4

2

6

7

4

6

5

6

8

1

6

丘U

7

1

1909-13
年平均

2

ー

6

6

1

CO
4

4

1

7

7
4

1

33

82

61

蛇

37

15

別

86

18

14

43

30

9

99

18

50

61

46

26

40

82

27

鵬

97

へ
J

.C,

77

93

63

34

36

90

61

66

一
23

98

519

6

8

6

8

4

4

2

7

6

9

84

36

18

27

50

61

79

27

80

10

47収

15

9

(U
7

2

相

識

既

城

ル

ー

)

)

)

0

3

1

9

只U
6

1

27よ,
2
.
15
.
30
'
5

5

5

5

26
.
13
.
47
.
67
.

1

139,998i L77･329

2

2

5

4

1

-∠

9

7
1

0

1

3

5

5

3

9
7

7

0

4

1

0

舶

55

60
.

23

12

82

胡

48

1

1

とU

4(),503

6(),596

208
65,758

::,113; 31,544

3苛 王;芸 三
74,928: '83,07d

34,522 27.280

41,L84; 47.05

564,778 630,4171

濠

洲

経

済

事

情

第

二
審

一
五
四

第

一
批

一
五
四



-

r

ト
音

賢

･J
･

.

夏
に
同
が
ふ
る
地
域
円
の
北
方
小
変
地
帯
は
そ
の
意
義
は
前
者
に
劣
-
'

こ
の
神
に
は
南
東
ノ

イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
の
ダ
ー
リ
ン

ク
･
ダ
ウ
ン
ス
高
原
や
北
部

三

-
･サ

ウ
ス
･ウ
エ
ル
ス
の
1
部
が
編
入
さ
れ
る
o
勿
論
JJ
の
地
帯
と
前
述
の
地
帯
と
を
判
然
と
温

別
す
る
線
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
｡

こ
の
地
帯
で
は
収
穫
量
が
そ
の
前
年
の
夏
に
降
っ
た
雨
で
土
壌
の
中
に
貯

へ
ら
れ
て
ゐ
た
雨
水

の
も
つ
礁
慶
に
依
存
す
る
場
合
さ
へ
あ
る
の
で
あ
る
O
こ
の
地
下
水
は
作
物
の
生
育
及
び
そ
の
早
期
の
成
長
に
は
十
分
で
あ
る
が
'

作
物
を
完
全
に
成
育
せ
し
む
る
に
は
冬
期
に
屡
々
俄
雨
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
､
収
穫
量
と
六
月
の
降
雨
量
と
の
間
に
は
祭
%
･:

な
相
関
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
o
演
潤
期
に
r<
る
前
､
十

1
月
に
作
物
は
刈
-
と
ら
れ
る
｡
､LJ
の
地
帯
の
難
軒
は
冬
期
の
俄
雨
の
不

縫
賛
性
'
刈
入
れ
の
困
難
'
両
が
早
-
か
ら
降
っ
た
-
p
雨
量
が
多
か
っ

た
-
す
る
場
合
に
'

収
穫
の
作
業
を
且
意

に
し
た
け
れ
ば

な
ら
ぬ
寄
'
又
､
韓
期
の
碩
潤
な
年
産
に

註
州
蘭

T
が
琵
生
し
あ

い
客
等
々
で
あ
る
｡

第
二.拓

地
域
は
Jt二
･J
L

ヤ
及
び
ヅ
-∵

･
1

ノ
T
〆
諦
却
升
帯
TrJ
挙
る

Ju

!

て
は
鍔
.6
現
象

か
よ
-
満
潮
が
に
見
ら
れ
r
jj転

的
複
雑
な
収
樽
機
具
は
便
用
さ
れ
な
い
｡
そ
の
結
果
.
耕
地
面
積
は
最
近
年
度
に
放
て
減
じ
て
ゐ
る
｡

第
九
表
は

1
エ
ー
カ
嘗
り
の
小
歩
の
生
産
量
を

不
し
て
ゐ
る
が
'
濠
洲
の
生
産
力
は
甚
だ
低
い
事
が
わ
か
る
｡
此
に
は
色
々
な
理

由
が
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
'
例

へ
ば
農
業
経
営
の
規
模
が
飴
-
に
大
き
す
ぎ
る
と
云
ふ
事
も
考
へ
ら
れ
る
O
又
'
濠
洲
の
作
稚

斬
鞘
の

中
に
は
'
小
歩
を
作
っ
た
の
は
始
め
て
で
あ
っ
て
-.
数
年
超
過
し
な
い
と
好
作
が
期
待
で
き
ぬ
や
う
な
土
地
も
算
入
さ
れ
て

ゐ

る

｡

濠

洲
で

も
ゲ
イ
ク
ト
-
ヤ
洲
の
ヴ
イ
ン
メ
ヲ
屈
な
ど
で
は
伊
太
利
と
略
同
じ
生
産
力
を
示
し
て
ゐ
る
O
土
壌
の
可
成
り
な
部

分
が

｢
黒
土
｣
型
の
地
域
は
非
常
に
興
味
が
あ
る
｡
即
ち
､
か
1
る
敬
遠
の
起
因
は
農
民
が
'
多
-
の
場
合
'
そ
の
埋
験
か
ら
出
費

し
て
'
｢
作
物
｣
や
'
｢
土
地
｣
や
'
｢
気
障
｣
や
に
裁
て
.

よ
-
多
-
の
知
識
を
把
持
し
た
尊
に
あ
る
の
で
あ
る
.

最
初
.に
農
民
は

嬉

州

紺

野

事

情

第
二
巻

1
五
五

第

1
枕

i
ljj
五



第 九 表 諸国に於 け る-エー カ嘗小変生産畳 (ブッシェル)

-エーカ嘗h小容
平均収穫量

デ ン マ ー ク

即 断

自 耳 養

ここ イ ア

瑞 典

ニユーヂラン ド

澗 逸

瑞 西

美 本 圃

こ こ- -'■ ト

ノ - )レ エ 一･･･

日 本

フィ ン ラ ン ド

チ ッ コスロバ キヤ

37･49; 4618ep
33.75: 34.07

33.701 39_77

1

32.181 34.4 i t

年均収社費

土 耳 首 JJ4491 16･86

ブ ラ ジ )レ ]41･打 1439

1

〟 - て こヤ ･ ■4･1㍉ 19･27
アル ゼ ン チ ン L3.舶 ! 1532

ギ )) シ ャ ユ3]0 1686
シ リ ヤ 13O7 1 6.54'

北 米 名､衆 圃 L293 13.26
3205: 3784l.満 州 1277 12.81

30.90 31.25

30.771 304()

25.28; 27.4()

聯 12王≡r3; 12137

が ′レ 下 カ ル : 1249! 13･31

伊 大 利 l 21･21.; 239叫 rケ ル ガ イ 1ユ:;'4: ll.39

ノ､ ン ガ リ

7oル カ リ ヤ

ラ ト ビ ヤ

ポ ー ラ ン ド

リ ト ワ ニ ヤ

コーゴスラビヤ

イ ラ ン

チ 11

支 部

エ ス ト - ヤ

∴∴ ∴ -. ､ い ._

･7･39い 8･3･7

針 …言責45g

2

9

1

ワリ

0

1
.

1

]l

10

(/I
L,,

8
.
13
.

アJL,ヂ ユ ニ ヤ ; 760; 8.52

チ ユ ニ シ ャ ' 7･三ゝ1j

パ レ ス チ ナ 7Lt71

商 7 7 ･'硝 邦 . 7叫

併 読 毒口ツ =, 466

L

0

9

6

6

CO

3

3

5

1

00

CO

6

濠

洲

経

済

事

情

第

二
審

1
五
六

第

一
郎

t
五
六
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Jfl
一1ー一ー.1.ー
1~ー
T
-
I-･~Jr
tT
l

過
燐
牧
肥
料
が
縄
封
に
必
要
で
あ
る
事
を
知
る
に
到
っ
た
O
攻
に
'
特
に
'｢
黒
土
｣
に
照
鷹
す
る
農
具
の
私
と
耕
作
の
方
港
と
が
蓉

降
雨
の
映
如
｡

天
候
の
不
定
性
こ
そ
は
疲
洲
小
変
生
産
業
の
仝
鰹
を
決
定
す
る
.
勿
論
何
れ
の
園
に
あ
つ
て
も
農
民
が
天
候
に
債
存
し
て
ゐ
る
事

は
同
じ
で
あ
る
が
'
涼
洲
の
場
合
に
は
生
産
畳
の
饗
化
が
問
の
番
無
に
直
接
敵
国
す
る
の
で
あ
る
G

l
牛
の
雨
量
が
約
二
十
吋
よ
-
砂
い
と
き
に
は
休
閑
が
必
要
と
な
る
O
も
し
此
を
や
ら
な
い
と
収
穫
量
が
著
し
-
減
じ
る
か
ら
で

あ
る
O
こ
の
規
旗
は
色
々
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
が
未
だ
決
定
的
な
定
説
は
な
い
や
う
で
あ
る
｡

濠
洲
小
藩
の
苛
に
児
て
O

ILU才
=
-

-‥

･11
rl
(
ノ
土
-
l
ト

11

‥
し
■
lLJ.h
二

/
■

蓋
し

.

他

の

有

力
た

小

穿
輸
出
国
の
小
頚
に
は
か
J
る
特
色
が
な
い
か
ら
で
あ
る
O
｢
ベ
イ
ク
｣
す
る
場

合
の
質
は
中
間
的
な
慣
佃
を

も
つ
も
の
と
云
ヘ
ヤ
う
｡
即
ち
.
北
ア
メ
リ
カ
,の
小
藩
の
や
う
に

｢
喋
の
張
い
｣
も
の
で
も
な
-
~
又

1
万
'
北
欧
の
多
く
の
地
域

の
小
容
の
や
う
な

｢
腰
の
鍛
い
｣
も
の
よ
-
造
か
に
良
質
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
o
タ
ス
マ
ニ
ヤ
の
小
変
や
ゲ
イ
ク
ト
リ
ヤ
の
比
較

的
間
の
多
い
地
温
の
小
藩
は

｢
贋
の
弱
い
｣
も
の
で
あ
る
事
が
あ
る
が
.
そ
の
貴
は
非
常
に
砂
い
の
で
こ
の
地
方
の
.'iJ
ス
ケ
ツ
ト
を

つ
-
る
の
に
拍
費
さ
れ
て
了
ふ
｡

1
般
的
に
穀
粒
よ
-
賃
つ
て
秋
の
箱
や
鋪
菌
や
が
音
を
輿

へ
る
や
う
な
所
で
で
き
る
小
歩
の
や
う

に
縮
ん
で
了
つ
て
る
や
う
な
事
は
な
い
O
か
～
る
性
質
の
た
め
.
凍
洲
の
小
宴
は
販
資
に
あ
た
っ
て
､
他
国
で
や
る
や
う
に
多
-
の

等
親
に
直
別
す
る
ヤ
う
な
事
は
し
な
い
O

嬢

洲

群

潜

事

情

第
二
審

丁
甘
七

第

7
折

1
五
七



多
-
の
洲

で
は

1
つ
の
袋
に
三
ブ
ッ
シ
ェ
ル
を
い
か
て
販
責
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
C
併
し

ニ
ュ
ー
･
サ
ウ

ス
･
ウ
エ
ル
ス
で
は

洲
が
金
融
し
て
大
量
に
取
政
ふ
シ
ス
テ
ム
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

b

酪

農

兼

鴫
牲
粍
蛇
管
低
域

ク

イ

ー

ン

ラ

ン

ド

洲
で
は
齢
農
業
の
粒
賀
慣
城
の
末
端
は
北
締

.I
六
度
に
あ
る
テ
ィ
ン
･L
リ
ー
河

(D
atLttr
eeR
J
v
e
r
)

で
'
又
此

が
最
も
盛
ん
に
行
は
れ
る
新
は
ブ
リ
ス
ペ
イ
ン
の
近
適
の
海
岸
地
方
と
ダ
ー
リ
ン
グ

･
ダ
ウ
ン
ス
(D
ar一-m
g
D
｡w
ns
)

の
高
原
と
ア

サ

I
ト
ン
(

A
th
etto
n
)
の
高
原

(tab
Zetan
d
)
で
あ
る
o
(第
十
表
参
照
)

ニ

ュ
ー

･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス
洲
で
は
最
も
盛
ん
に
醗
農
業
の
営
ま
れ
て
ゐ
る
地
域
は

D
tuind]ng
R
an
g
e
の
東
側
の
傾
斜
･V

こ

の
洲
の
北
年
に
あ
る
'
所
謂

｢
北
方
河
川
尾
城
｣
で
あ
る
O
こ
1
で
は
多
-
の
河
川
が
精
々
干
哩
な
渓
谷
を
形
成
さ
せ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
｡
こ
1
で
も
叉
夏
期
が
最
も
同
量
の
多
い
置
域
な
の
で
あ
る
｡
他
の
可
成
り
重
要
な
値
域
は
南
部
の
海
岸
や
シ
ド

ニ
イ
の
近
達

に
散
在
し
て
ゐ
.
此
等
の
低
域
は
降
雨
量
が

l
年
中
比
較
的
干
均
し
て
配
分
さ
れ
て
ゐ
る
｡
ゲ
イ
ク
ト
リ
ヤ
洲
に
於
て
も
､
二
つ

の

主
要
酪
暴
値
域
は
山
鰍
と
痕
と
の
問
に
あ
っ
て
'
東
の
値
域
は
南
方
ギ
ツ
ブ
ス
ラ
ン

ド
で
'
こ
れ
の
競
季
値
域
は
西
部
値
域
の
玄
武

岩
高
原
で
あ
る
3
こ
の
二
つ
の
置
域
は
倶
忙
雨
量
が

1
年
中
に
配
分
さ
れ
て
ゐ
､
冬
期
に
最
大
多
の
降
雨
量
が
見
ら
れ
る
｡
猶
'
lグ

ー
ル
バ
ア
ン

(G
o
ulb
ern
V
al
ley
)
瑛
谷
の
括
概
値
域
に
も
酪
農
業
は
非
常
な
進
歩
を
示
し
て
ゐ
る
o

ニ
ュ
ー
･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス

洲
で
も
ゲ
イ
ク
ト
リ
十
洲
で
も
酌
農
業
は
若
干
高
原
に
接
す
る
比
較
的
乾
燥
し
た
置
域
に
も
行
ほ
れ
て
ゐ
る
.
比
等
の
温
域
の
う
ち

の
あ
る
も
の
1
祖
に
は
､
酪
農
業
は
羊
毛
生
産
や
小
穿
農
業
が
よ
-
よ
-
了
解
TU
れ
'
又
よ
-
有
利
と
た
る
以
前
か
ら
確
立
さ
れ
て
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第 I表 土 軍 門缶農 '#t/ヒ腫 物 (ポンド)

匡亘亘弔云要舞う不可坤 中耳香車T3-三二司~元部IrlMrj"r'fT･T･
バ タ ー

939140(a)I l16,O19,R57

1i()Ql一つ[ i

1

147,651･179j133,624･597

148･132･507日 15･9-0･415
154,769,3glr 87,474,757
141,32T,445弓118,244.260

157,625,746

14'2,796,649

18,513,229

20,964,305

20,892,369
22,428,298

20,716,584

22,677,890

工 ∴一･':,∴ ::::杏

1- _･･ ゾ

l∠lIIPTI cLnJJりhhi

;言 -. ∴ ∴∴ ∴ : ∴ .｣

1937-38

1938-39

1939-4∩(a)

1934-35

1935-36

1936-37

1937-38

1938--39

-ヾ イ コ ン 及 ノ､ム

1,002,1391 2,994,227

∴ 〒

475,933･081i

39,975.i85i

38,598.716i

1.::':I.I:I.::･

65,645,989i

_竺竺 竺～

19,667,619

22,057,458

22.069,860

21,374,691

26.418,687

建 毒.記 敷 怜空

告 ■∴い. 一言 ∴

17,571･7921 20･229･728

王喜荒 笥 '1…二337:27g321



汝

洲

粁

潜

事

情

第
二
番

H
.'･t

O
第

11
跳

二

ハ
C
)

ゐ
た
の
で
あ
る
｡
長
期
に
わ
た
る
乾
燥
期
の
種
に
あ
っ
て
'
酪
貴
業
生
産
物
の
質
と
量

と
を
保

持
し
て
行

-
事
は
勿

論
非
常
に
困
難

な
事
な
の
で
あ
る
o
南
濠
洲
に
於
て
は
長
い
防
爆
し
た
夏
期
の
薦
'
酪
農
は
困
難
で
あ
っ
て
'
甫
梅
岸
の
比
較
的
不
毛
な
値
域
及
び

ム
ー
レ
イ
河
の
沼
陣
地
及
離
僻
地
に
若
干
営
ま
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
､
あ
ま
り
進
歩
し
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
｡

濁
､
JL)
の
産
業
の
進
歩
は
阻
官
さ
れ
て
ゐ
る

都
市
に
牛
乳
を
供
給
す
る
区
域
を
別
と
す
れ
ば
ー
バ
ク
ー
を
製
造
す
る
事
に
主
力
が
そ
1
が
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'
こ
の
馬
に

ク
-
1
ム
が
工
場
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
る
O
工
場
の
多
-
は
協
同
組
合
式
に
経
営
さ
れ
て
ゐ
る
｡
チ
エ
グ
ー
｡
チ
ー
ズ
も
多
量
に
生

産
さ
れ
る
O
こ
の
擾
'
チ
-
I.i(
は
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
釦
に
最
も
多
く
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
.
あ
る
榎
の
チ
ー
ズ
は
で
*
JLな
い
の
で
あ

る
が
娼
変
が
高
い
篤
と
云
ば
れ
て
ゐ
る
o
濠
洲
で
の
チ
ー
ズ
の
油
管
量
は

1
人
首
四
ポ
ン
ド
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
'
此
は
非
常
に
償

い
が
'
肉
が
比
較
的
低
廉
な
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
ら
う
.
バ
ク
ー
と
チ
I

lハ
の
問
に
は
謡
等
が
あ
-
'
雨
着
の
生
産
は
あ
る
低
域

に
於
て
は
副
業
的
に
皆
凌
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
｡

コ
ン
デ
ン
ス
‥
､､
ル
ク
'
乾
燥
/,,
ル
ク
､
Jア
ク
ト
-
ゼ
ー
乾
酪
素
'
等
は
多
-

の
値
域
で
生
産
さ
れ
て

蔚る
.

生
産
量
の
襲
勤

濠
洲
の
酪
農
生
産
に
於
け
る
著
し
い
特
徴
は
シ
ー

ズ

ン

に
よ
っ
て
そ
の
生
産
量
が
甚
し
-
壁
勤
す
る
事
で
あ
る
｡
JJ
れ
は
主
と
し

て
若
干
の
節
義
値
域
に
於
け
る
降
量
の
壁
勤
性
に
よ
る
の
で
あ
る
｡
又
こ
の
傾
向
を

7
屠
著
し
-
し
て
ゐ
る
の
は
幣
巣
を
潜
む
も
の

T

が
､
牛
を
か
ふ
の
に
パ
ド
ッ
ク
の
中
の
葺
を
食
は
せ
る
だ
け
で
人
手
の
か
1

つ
た
飼
料
を
輿

へ
る
事
は
殆
ん
ど
た
い
事
で
あ
る
｡

l

lt

I

I

I

一t
.t-

1
･11



瀧

腰

輩

昔

暮
聾払盛
業
は
濠
洲
で
は
多
少
と
も
購
し
い
望

冒

さ
れ
て
ゐ
る
.
こ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
こ
の
連
環
〃
7P
つ

旦

調

な

性
質

か
ら

葬

る

の
で
あ
っ
て
'
行
動
と
専
菜
と
に
大
き
な
畔
..(/7
を
見
る
人
々

に
は
訴

へ
な
い
か
ら
で
あ
る
o
勿
論
'
此
は

1
見
些
末
な
事
に
息
は
れ

る
が
､
農
民
が
館
肇

k革

め
て
小
賓
や
羊
の
飼
撃

だ
や
る
傾
向
が
各
所
に
見
ら
れ
た
事
が
あ
つ
た
が
t
JJ
の
理
由
は
か
1
る
心
理
的

な
事
象
に
そ
の
起
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
.
又
'
酪
農
山謀
の
耗
督
さ
れ
る
地
方
で
は
若
干
保
守
的
な
傾
向
が
あ
る
の
･7P
こ
の
常
国
に

ょ
る
の
か
も
知
れ
な
い
.
と
ま
れ
'
離
濃
謀
は
多
-
の
鮎
に
於
て
改
善
の
飴
稚
あ
る
産
業
で
あ
る
o

新
農
業
の
決
定
要
因

概
轄
的
に
見
て
耶
選
集
の
経
営
店
域
は
二
つ
の
ク
ラ
ス
に
わ
け
ら
れ
る
.
即
ち
'
第

l
の
は
北
方
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
'
と
の
中

で
は
雨
竜
が
主
と
し
て
茸
期
に
あ
り
'
第
二
の
JLシ
ル
ー
プ
は
各
軸

乃
至
滞
湖
に
間
の
多
い
値
域
で
あ
る
O
こ
の
二
r
brl場
合
に
於
で

琴
く
異
班
の
牧
草
が
､
凝
っ
て
丸
.

治
そ
ら
ノ＼
苧

1
村
山追
ノ
た
牧
場
擢
播
hTが
行

に
れ

花
け

れ
ば
た

ら

l
･∴
∴

n:rJ
･.E
T
IL1.g1.苛
で

あ

る

り

糞
が
能
率

的

に

輝
麿

さ

れ

る
馬

に
は
'

そ
の
土
地

の
牧
草
'だ
け
で
十
分
で
は
な
い
場
合
が
多
い
L
t
又
'
牧
笠
を
他
か
ら
移
植
し
て

成
功
す
る
に
は
日
中
の
長
さ
と
か
又
嵐
嬢

へ
の
遠
藤
性
と
か
ゞ
重
要
な
怪
件
と
な
る
事
を
月
へ
ば
こ
の

間
項
の
意
丑
は
自
ら
明
ら
か

と
な
る
で
あ
ら
う
｡

多
-
の
地
域
に
於
け
る
鋳
物
の
.
,宇
U
し
て
頗
鎖
の
不
足
は
こ
の
酪
農
業
の
進
歩
を
阻
菩
し
て
ゐ
る
.
南
方
の
酌
巣
地
域
に
於
て

は
過
燐
酸
盟
を
敦
肥
す
る
必
要
が

l
殻
に
認
め
ら
れ
て
来
て
ゐ
る
が
､
北
方
で
は
此
は
あ
ま
り
問
題
と
た
っ
て
ゐ
ず
'

1
般
に
も
行

ほ
れ
て
ゐ
な
い
｡

凍

洲

群

潜

等

惜

第
二
審

二

'

J

第

1
成

1

六

1



濠

洲

経

済

事

情

第
二
啓

二

ハ
二

第

一班
1

六

1
1

C

家

畜

ー
直
接
辛
魅
に
原
因
す
る
場
合
は
別
と
し
て
'
濠
洲
酪
農
業
の
家
畜
の
樟
息
燥
件
は
甚
だ
良
好
で
あ
る
｡
タ
ス
マ
二.
ヤ
や
ヴ
ィ
.ク
ト

リ
ヤ
の
高
原
地
帯
や
南
部

.ニ

ー

･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス
や
に
放
て
の
み
峯
斯
L3
寒
さ
に
射
し
て
牛
を
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
る
だ
け
ど
あ
る
V̂

殆
ん
ど

】
年
中
14
,外
の
放
微
が
町
能
な
の
trrJ
あ
る
｡
日
牝
の
港
の
多

い
帝
は
関
知
の
如
-
で
あ
レ心

が
､
病
気
も
'
あ
る
榎
の
侍
央
病
の
他
に
は
殆
ん
ど
な
い
D
結
核
病
は
特
に
南
部
の
地
域
に
後
生
す
る
｡
ゲ
イ
ク
ト
リ
ヤ
洲
で
は
そ

の
教
生
を
減
少
す
る
篤
に
強
制
屠
殺
及
賠
償
制
度
を
粕
行
し
て
ゐ
る
が
成
功
を
治
め
て
ゐ
る
.
ク
イ
ー

ス
ラ
ン
ド
及
び
北
部
か
ら
の

牛
の
移
動
に
併
ひ
1

肉
を
と
る
薦
1

-
肋
膜
~
肺
炎
が
も
た
ら
せ
ら
れ
た
が
検
疫
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
多
-
の
値
域
に
比
は

波
及
し
て
ゐ
な
い
o
r第
十

l
表
参
照
)

牛

l
B
]官
の
バ
ク
の
産
出
量
が
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
に
比
較
し
て
抄
い
の
は
飼
料
が
稀

1
本
達
の
夢
に
よ
る
と
云
は
れ
る
｡

羊
毛
.
肉
'
小
変
'
酪
農
生
産
品
の
他
に
も
濠
洲
に
は
数
多
-
の
田
園
産
業
が
あ
わ
/

中
に
は
若
干
の
成
功
を
不
し
て
ゐ
る
も
の

も
あ
る
｡
濠
洲
の
ど
こ
か
に
生
育
し
得
な
い
や
う
な
植
物
は
殆
ん
ど
な
い
の
で
'
殆
ん
ど
す
べ
て
の
作
物
は
こ
1
で
試
験
さ
れ
て
ゐ

る
O
外
囲
市
場
か
ら
の
距
離
は
常
に
大
き
な
難
鮎
と
な
り
'
あ
る
場
ム
ロ
に
此
は
仝
-
克
服
し
難
い
困
難
と
.な
る
｡

以
前
に
は
保
話
師

税
が
自
由
に
設
定
さ
れ
た
の
で
国
内
市
場
が
最
も
有
利
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
'
輸
出
さ
れ
る
や
う
に
な
-
始
め
聴
ら
-
の
間
は
成

功
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'
政
府
か
ら
奨
励
金
を
要
求
し
た
ゎ
'
又
は
下
付
さ
れ
て
ゐ
た
奨
励
金
が
停
止
さ
れ
た
り
し
て
'
結
局
産

に
失
敗
に
経
っ
た
例
は
非
常
に
多
い
｡

大
変
は
家
畜
む
か
ふ
の
忙
適
合
し
た
多
-
の
榎
鞘
の
も
の
が
小
変
生
産
地
帯
の
多
-
の
地
域
に
生
育
す
る
o
最
も
高
-
評
価
さ
れ
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濠

洲

経

済

事

情

第

1
雇

二

ハ

四

第

一
班

1
六
四
･

る

マ
ル
チ
ン
グ
型
の
大
変

は
､
収
穫
季
節
に
乾
燥
し
て
ゐ
る
所
で
は
･L6-
生
育
し
な
い

の
で
あ

る

が
､
通
常

な
種
類
の
も
の
を
つ
-

ヽ
ヽ

れ
ぽ
基
気
が
比
較
的
漁
っ
て
ゐ
る
海
岸
地
方
で
は
生
育
す
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
種
の
L
J変
は
夏
期
の
暑
さ
を
さ
け
ら
れ
る
や
う
に
早

-
熟
す
も
の
で
あ
っ
て
.
今
ま
で
成
功
し
た
も
の
は
濠
洲
産
の
も
の
で
あ
る
Q
最
近
に
於
け
る
輸
出
は
四
百
八
十
寓

プ
ッ
シ
ュ
ル
忙

漣

L

LJ
ゐ

5
｡
E
問
L茶3
ri
l
か
'
払
い
躯
も
舶
幣
は
こ
'-
が
ノ
カ

ヤ
型

が
最

も

多
く
植
付
け
ら
れ
て
ゐ
'
タ
ス
マ
.t
ヤ
そ
の
他
で
は
白
色
軒
券
が
よ
い
収
穫
を
馨
げ
で
ゐ
る
0
馬
鈴

薯

､

華

等

も

と

れ
､
米
が
濠
洲
に
耕
作
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
事
で
'

ニ
ュ
ー
･
サ
ウ
ス
･ウ
エ
ル
ス
洲
の
ム
ル
ム
ビ
ヂ

-
(M
urru
m

id
g
ee)
の
濯
慨
置
域
が
そ
の
主
要
な
生
産
地
で
.

カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
種
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
.

濯
慨
の
駕
に
多
量
の
水
が
入
用
な

の
で
､
生
産
量
を
著
し
く
増
加
す
る
事
は
困
難
で
あ
ら
う
｡

甘
庶
は
北
部
ニ

ュ

ー

･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス
の
海
岸
地
域
に
そ
ふ
河
達
の
低
地
や
ク
イ
ー
ス
ラ
ン
ド
で
は
欧
に
昔
か
ら
栽
培
さ
れ

て
ゐ
た
｡
最
初
は
黒
人
労
働
が
使
役
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
'｢
白
濠
主
義
｣
の
原
則
に
経
っ
て
此
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
'
こ

の
憂
柴

は
政
府
か
ら
色
々

な
形
態
に
於
け
る
補
助
金
を
受
け
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o
止
と
戦
時

(第

一
次
欧
洲
戟
宰
)
に
於
け
る
砂
糖

不
足
に
刺
戟
さ
れ

て
､
甘
庶
栽
培
値
域
は
よ
-
北
方
に
旗
L
J
さ
れ
.

1
九
二
四
-
二
九
年
の
間
の
年
度
に
は
'
毎
年
の
輸
出
が

1
四

1
.

C)0
0
ト
ン
に
達
し
､

l
九
三
七
-
八
年
に
は
､
四
二
七
'

1
八
四
ト
ン
と
な
っ
た
｡

d

果

賛

具
葺
は
各
洲
に
で
き
る
が
'
暑
さ
の
篤
貯
寂
が
で
き
な
い
の
で
輸
出
は
主
と
し
て
南
方
置
城
か
ら
の
み
行
は
れ
る
｡
林
檎
の
輸
出

が
比
較
的
成
功
し
て
ゐ
る
の
は
他
囲
か
ら
の
も
の
が
未
だ
市
場
に
出
な
い
う
ち
に

(
五
月
-
六
月
)'
歓
洲
の
市
場
に
到
達
す
る
事
が



で
き
る
か
ら
で
あ
る
｡
梨
は
林
檎
よ
-
も
蘇
達
が
困
難
で
･
そ
の
静
出
の
成
功
は
危
険
率
が
多
い
o

シ
ト
ラ
ス

(
蜜
柑
@
)
の
植
付
面
積
は

一
九
三
〇
年
頃
か
ら
非
常
に
璃
大
L
I
濠
洲
で
此
は
自
給
自
足
し
て
ゐ
る
｡
欧
洲
の
市
場

に
裁
て
見
れ
ば
南
ア
フ
リ
カ
は
濠
洲
の
碍
敵
で
あ
る
｡

乾
燥
県
費
や
望

藁

菅
の
差

も
戦
後
十
年
の
う
ち
に
成
完

に
菅

,
前
者
に
裁
て
ば
警

肘
が
援
助
し
て
ゐ
る
.

葡
萄
は
ム
レ
イ
河
漂

琵

-

く
貸

し
ー
葡
讃

製
造
は
亨

か
ら
行
は
れ
て
ゐ
る
遠

餅
が
非
常
に
多
-
琶

市
場
も
確

立
さ
れ
て
ゐ
る
.

三

枚

膿

業

挙
注
絹
野
耽
制
眼
す
･

=,
i.
.u
対

羊
毛
等

窟

隈
を

苦

は
翌

-
あ
る
が
定

言

豊

の
附
は
･･F
～o
t
ro
t･･盲

の
他
の
病
魚
の
原
-

-

.
比
等
の
病

気
の
多
-
は
寄
生
宗

た
か
晶

か
ら
き

る
の
で
あ
る
O
こ
の
要
因
は
狭
い
雷

に
き
是

き
-

が
･
丁
度
で

る
地
域
内
に

は
か
1

る
要
因
が
震

っ
た
ら
最
も
多
-
の
羊
が
璽

-

れ
る
や
う
な
所
と
霊

て
ゐ
る
の
で
-

･
i向
い
渦
度
が
制
限
の
要
因
と

し
て

･磯苧
る
の
は
輩

の
地
域
内
で
あ
っ
て
､
㌃

ア
イ
ス
妄

イ
ラ
-

櫨
れ
ば
,
葦

羊

五
苦

上
の
芸

望

選

は

羊

の飼
育
に
は
適
し

な
い
の
で
あ
る
｡

給
水
が
豊

島

合
が
雷

.
こ
の
場
富

は
水
票

め
て
l
雷

知
豊

法
が
苦

れ
る
蒜

つ
た
｡
即
ち
,
雲

霊

域
に

亘
っ
て
穿
孔
票

習

さ
げ
ら
れ
'
漂

井
蒜

は
竿

に
達
し
･
此
等
の
う
ち
に
は
苧

明
の
警

の
も
の
も
あ
る
o
碧

の
排

液

洲

経

済

事

情

第

二
希

二
ハ
五

第

蒜

〓
ハ
五
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大
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tLi
ノ泉
ル

水
設
備
が
用
ひ
ら
れ
章
の
飼
養
が
小
変
の
栽
培
と
並
行
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
ゲ
イ
ア
ト
-
ヤ
洲
の
北
西
部
で
は
大
規
模
の
水
路
が
で

き
て
ゐ
て
'
英
が

l
寓
平
方
哩
を
カ
ヴ
ア
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
此
等
水
路
は

l
年
に

一
同
典
場
の
ダ
ム
を
充
す
水
を
も
た
ら
す
｡

グ

レ
ー
ト

･
ヌ
ラ
ボ
ー
ア
高
原

(G
reat
N
u
]lab
o
r
P
ta】n
)
の
や
う
に
''6
-
7
リ
ン
グ
を
や
つ
で
も
駄
目
在
所
も
あ
る
L
I

又
費
用

が
か
1
-
す
ぎ
る
朗
も
あ
-
'
土
地
の
性
質
が
排
水
を
妨
げ
て
ゐ
る
所
も
あ
る
.
辛

が
歩
行
す
る
の
に
地
形
が
あ
ま
-
忙
ラ
ブ
な
地

域
も
あ

る
｡
牛
だ
け
が
か
-.
る
朗
で
の
牧
蒼
に
た
え
る
の
で
あ
る
o
森
林
に
硬
は
れ
た
山
獄
地
方
や
北
方
は
か
1
る
地
域
で
あ
る
.

牧
草
の
性
質
が
動
物
の
繁
雑

に
不
適
な
朗
も
よ
-
あ
っ
て
'
共
は
抄
漠
乃
至
半
沙
漠
的
な
肝
が
此
で
あ
る
と
見
て
よ
い
｡
又
あ
ス
値

域
に
於
て
は
交
通
手
段
の
不
足
が
重
大
な
紋
鮎
と
な
っ
て
ぬ
る
.
雨
の
砂
い
所
で
は
生
産
量
も
非
常
に
砂
-
鋳
造
も
偶
か
ら
な

い
の

L

で
生
産
品
の
遅
速
費
が
制
限
要
因
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.

軒

甑

陥
附
附
踊

締

約

摘

摘

摘

滝

諸

何
菅

あ
っ
た
雷

示
し
て
ゐ
ス
孟

葦

の
数
は

一
倍

孟

貰

え
て
ゐ



る
が
'
濠
洲
人

7
人
に
つ
き
十
六
匹
仲
に
あ
た
る
o

l
八
九

l
年
に
鉦
に

1.
億
B
]を
こ
え
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
.
英
が

)
九
〇
二

年
に
は
そ
の
半
分
に
減
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
O
メ
リ
ノ
榛
の
羊
の
生
産
で
は
濠
洲
は
世
界
全
生
産
の
九

〇
%
を
し
め
､
輸
出
に
毎
年

出
す
三
百
寓
袋
の
う
ち
.Hj
分
の
四
以
上
は
こ
の
メ
リ
ノ
榎
で
あ
る
｡

l
九
三
七
年
の
七
月
に
終
る
年
度
に
於
て
羊
毛
の
輸
出
額
は
最

近
年
度
の
最
大
額
に
漬
し

た
の
で
あ
つ
た
が
､
六
千
六
官
軍
操
硬
に
淳
し
た
の
で
あ
る
.
濠
洲
の
羊
の
全
数
の
年
は
ニ

ュ

ー

･
サ
ウ

ス
･
ウ
エ
ル
ス
に
集
中
し
て
ゐ
る
｡
(第
十

一
乗
･
第
十
二
表
参
照
)
.

羊

肉

食
用
に
す
る
半
は
英
的
節
の
羊
土
父
呪
す
る
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
を
行
ふ
と
羊
毛
の
性
質
が
摩
っ
て
滞
る
の
で
p
み
だ
り
に
比
は

守
ま
で
l£
ハ
G
軒

ノ
.F
F
支
宇

lJJL
J7
つ
JJJ耗
1･<
7
史
Il.J臣
lJ
)
TnLll党
′.,'A･}
んココ
L
'lr7
ま
け
LJ
[
t;b
CH
Lj-⊂
つ
柁
:
l話
･;
J

ほ
打
つ
t碩
こ
r̂
･

ば
レ
c
-

｡
Ju
の
馴

T

は
二
r
l.
l

ラ
ー

ニノ
ン
-
が

i
薪

櫛

i
T

Tr
で
あ

っ

て
=

^
)
1
の
講

が
菊
陽
の

備

僻
が

い
1
e
で
着

々
JJ濠
洲

の
(F
t野
社

犯
し
て
ゐ
る
｡

牛

肉

食
用
の
牛
の
飼
養
は
'
幸
の
飼
養
の
で
き
な
い
地
域
か
又
は
巻

頭
業
が
確
立
さ
れ
て
ゐ
な
い
地
域
に
行
は
れ
る
O
か
ゝ
る
地
域
は

川
轍
地
方
か
北
方
に
あ
る
O
こ
の
産
梨
は
非
常
に
不
利
な
傭
伸
の
下
に
幾
多
の
轡
動
を
経
て
今
日
に
到
っ
て
ゐ
る
｡
主
要
な
市
場
は

勿
論
英
本
圃
市
場
な
の
で
あ
る
が
'
こ
1
で
今
日
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
所
謂

..B
ab
y･b
eef｡
種
の
肉
の
生
産
の
席
に
は
'
午
が
そ
の
仝

生
育
過
程
に
於
て
平
均
の
と
れ
た
十
分
な
飼
料
を
輿

へ
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
'
濠
洲
で
は
雨
量
の
関
係
や
人

車

の
不
足
の
駕
に
此
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
O
ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド
や
北
部
の
慶
大
な
放
牧
場
で
､
牛
は
近
達
の
雑
草
を
食
っ
て
生

汝

洲

締
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事

情
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第

一
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ハ
八

長
し
て
適
嘗
な
i(
き
き
に
な
る
と
軽

罪
地
帯
に
あ
る
工
場
に
迫
は
れ
る
の
で
あ
る
O

か
1

る
療

大
な
放
牧
場

の
飼
茸

に

は
同
量
と
は

別
に
多
-
の
困
難
が
あ
る
D

あ
る
確
方
の
牧
草
に
は
錬
物
質
が
不
足
し
て
わ
で
杵
自
照
が
飼
料
と
し
て
不
連
な
も
の
で
あ
る
場
台

が
多
-
'
色
々
放
病
lG
が
鼓

生
し
.
,LJ
れ
た
コ
ソ一
ト
.,i
-
ル
す
叫八㌦にF
戟
喝
力
散
り
に
廟
-
人
ui･が
な
い
の
で
t
tL
.沖
･.な
い
m
i
,あ
る
J-.
風
儀
の
備
州
に
Lt
･満
た

･｡
,Fu
把
は
叫
牧
場
に
於
て
も
､
乳

長距
離
の
拓
岸

へ
の
途
上
に
於
て
も
'

ロ
ス
が
距
常
に
多
い
の
で
あ
る
.

衛
'
こ
の
産
業
に
と
っ
て
不
利
な
の
は
主
要
市
場
か
ら
の
拒
離
な
の
で
あ
る
o
比
は
直
接
に
影
響
す
る
因
子
で
あ
る
と
同
時
に
躍

詰
忙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
.
間
接
的
に
も
作
摘
す
る
因
子
で
あ
る
O
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
肉
は
敵
洲
へ
輸
治
さ
れ
る
場
合
'
唯

冷
風
さ
へ
す
れ
ば
･
目
的
地
で
早
-
使
へ
ば
'
非
常
に
良
好
な
状
態
の
下
に
到
着
す
る
の
で
あ
る
が
･
濠
洲
の
は
欧
洲
市
場
に
向
け

る
場
合
ー
固
-
7
-
ー
ズ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
'
そ
の
間
'
そ
の
貢
量
に
於
て
も
-
叉
そ
の
食
周
慣
備
に
於
て
も
'

大
き
な
ロ
ス
が
生
じ
る
の
で
あ
る
｡

円

錐

錬
菜
の
全
生
産
物
の
慣
節
は
農
業
と
か
牧
農
業
と
か
の
生
産
物
の
絶
備
前
よ
-
甚
し
-
砂
い
の
で
あ
る
が
(粛
十
三
鼓
舞
照
)'
療
洲

に
多
-
の
人
口
を
集
中
し
園
豪
建
設
の
道
動
を
促
進
し
た
の
は
金
の
敢
兄
だ
っ
た
の
で
あ
る
.

濠
洲
の
鍍
財
賓
源
は
未
開
敬
の
も
の
が
多
い
の
で
'
亜
寂
畳
に
放
て
は
決
定
的
な
数
字
を
あ
げ
る
事
は
で
き
な
い
.
こ
-.
に
は
'

金
'
石
汝
'
銅
'
銑
鼓
､
紛
､
錫
等
に
つ
き
概
逃
し
て
お
-
a
(第
十
相
乗
及
第
十
六
衆
)
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洲

経

野

事

情

第
二
審

1
七
二

第

1E
雛

一
七
二

金作
柴
の
容
易
な
領
置
は
堀
-
寮
し
て
了
つ
た
し
､
L
J戦
後
の
高
物
債
の
時
代
に
は
金
録
の
閑
喪
は
不
利
に
な
っ
た
の
で
濠
洲
に
於

け
･N?
金
の
生
産
竜
は

一
九
C
J三
年
の
二二
7
八

三
八

∵

.)二
九
オ
ン
ス
か
ら

lt
九
二
九
年
の
四
二
lL
.

山
五
九
オ
ン
ス
に
減
じ
て
了
つ
,

た

が
.
LJ
の
淀
額
は
虫
禁
札
以
後
の
隈
小
の
･b
の

で
あ
7J
｡

{
九
1
1,(
.1T:･
の
革

L
乃
E
TJ組
に
起
関
で
10
舵
粁
情
勢
に
照
臆
し
L二
(
A

宿
溌

な
探
錬
が
行
は
れ
た
が
'
此
は
又
涼

洲
の
通
貨
の
慣
伯
下
落

(帥
J｡
､
1
〇
〇
英
確
-
一
H
w
y
F-i)
か
ら
も
別
席
を
得
た
の
で
あ

っ

た
D

国
外
'
園
内
の
資
本
が
と
の
事
業
に
投
資
さ
れ
'
進
歩
し
た
地
質
草
的
方
法
や
エ
皐
の
進
歩
や
が
庶
用
さ
れ
て
l
九
三
〇
年
に
四

六
六
'
五
九
三
オ
ン
ス
だ
っ
た
も
の
が

一
九
三
七
年
に
は

1
.
三
八

二

三

云

オ
ン
T(
と
な
-Tl
.
そ
の
後
も
増
加
し
て
ゐ
る
.
普

洲
で
の
金
生
産
量
が
最
大
量
計
二
不
し
た
の
は

1
九
二
三
年
で
'
両
部
療
洲
も
こ
の
年
藍
に
最
大
量
に
連
し
た
の
で
あ
る
.
他
の
洲
が

最
大
量
を
示
し
た
年
度
は
攻
の
如
-
で
あ
る
.
ニ
ュ
ー

･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス
ー

一
八
五
二
年
.
ゲ
イ
〃
/ト
リ
ヤ

･J
1
人
五
六
年
｡

ク
イ
ー
ス
ラ
ン
ド
1
1
九
〇
〇
年
｡
甫
療
洲

-
1
八
九
四
年
｡
タ
ス
マ
ニ
ヤ
ー

t
八
九
九
年
o
世
界
生
産
量
に
劉
す
る
濠
洲
生
産
量

の
割
合
は

l
八
五

1
-
六
〇
年
度
に
於
て
は
草
に
四
〇
･
五
五
%
で
あ
っ
た
が
'

1
九
二
一
-
三
〇
年
度
後
は
三
-
四
%
を
占
め
る

に
過
ぎ
な
く
な
-
'

1
九
三
七
年
に
は
四
%
を
示
し
て
ゐ
る
｡

l
九
三
七
年
の
金
生
産
に
従
事
す
る
も
の
1

人
敏
は
三
〇
'
四
三
四

人
で
あ
っ
た
｡

石

衆

各
洲
に
於
け
る
石
浜
の
分
布
と
生
き
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-

｣
1
,
1

,
･

･

･

･

･
--

1
L

/
･pl.IT>
..･･
･

-

-

-

1
喜

子

･-

一
一

t

,
-

ニ

ユ

-

･
サ
ウ
ス
･
ウ
エ

ル
ス洲
が
最
も

重

要

な
鍍
尾
を
も
ち
'
又
こ
1
の
が
最
も
よ
く
閃
鍍
さ
れ
て
ゐ

る
.

北
部

.

南
部

'
西

部
の
領
置
が
主
重
な
も
の
で
夫
で

ニ

ー
カ
ツ
ス
ル
(N
e
w
c
as]e
);
･,ブ
リ
膏

lLl)･
リ
ー,
ガ
ウ
(l
lthg
.W
)
に
あ
る
.
各
国
の
石
衆
が

夫
々
相
異
し
た
性
質
を
も
っ
て
ゐ
る
が
'
北
部
の
は
ガ
ス
生
産
'
家
庭
用
'
及
ス
チ
ー
ム
用
に
好
適
で
あ
る
が
'
南
部
及
西
部
の
も

の
は
仝
-
ス
チ
ー
ム
用
石
漠
で
あ
る
｡
現
在
'
北
部
の
グ
レ
タ
ー
の
石
漠
の
犀
が
壮
ん
に
閑
散
さ
れ
て
ゐ
る
が

(特
に
西
部
マ
イ
ト
ラ

ン
ド
と
ケ
ス
ノ
ッ
ク
と
の
間
)､
こ
の
霞
城
は
十
五
哩
の
長
さ
に
及
び
濠
洲
に
於
て
黄
も
重
要
な
茨
坑
で
あ
る
｡

ゲ
イ
ク
ト
リ
ヤ
洲
の
黒
黄
銅
隈
は
こ
の
洲
の
甫
部
の
三
つ
の
置
域
内
に
あ
っ
て

ワ
ン
ノ
ン
(W
ar,n
.
n
)'
オ
ト
ウ

ェ
イ
(O
tw
ay
)
I

及
び
南
部
ギ
ツ
プ
T!
ラ
ン
ド

(G
ip
pstand
)
で
そ
の
鮮
さ
は
三
五
〇
〇
千
万
哩
に
運
す
る
.

南
ギ
ツ
ブ
ス
ラ
ン
ド
の
腎
は
二
堅

ハ
吋

第十大衆 クイ- ンスラン ドの石炭演 出旺

地 1亮 出庫数.こ塘)

イブ ス ウ イ チ 546･,25H

が ウ ヱ ン 245,LiOl〕

ダ- 1)ユダ Irウンス 7̀/I,LP)815

メ l)イ 米 ロ･- 7即)21;

ク ラ モ ン ト 6:コi,I('61;

ヂラゴー(ム 1)ガン法) 18,'/7′C･

そ の ノ也

濠

洲

群

滑

事

情

か
ら
六
沢
の
啓
三
が
あ
-
'
現
在
で
も
閑
散
可
能
の
唯

t
の
も
の
で
あ
る
O

デ
イ
ブ
ト
1-

T
Hi
於
け
い㍊
米
淡
め

仝
･牛
,速
達
は

'
九
itJL
年
i

-

/

ド

]
]
ノ一1
｣ヽ
nコ

五
､
C
,〇
〇
ト
ン
で
'
そ
の
慣
額

二
二
､
六
三

1
'
四
〇
六
濠
硬
で
あ
っ
た

.

ゲ
イ
ク

ト
-
ヤ
に
は
褐
境
の
良
質
の
も
の
が
多
量
に
あ
-
'

一
九
三
七
年
の

紙
生
産
竜
が
三
'
三
九

一
'
四

一
九
ト
ン
で
あ
っ
た
.

t
九
二
四
年
の
十

1

月
に
席
末
工
場
が
で
き
.
一
九
三
七
年
に
四

l
六
'
五
四
五
ト
ン
の
生
産
を

見
'
そ
の
質
に
放
て
も
ド
イ
ソ
の
工
場
で
生
産
さ
れ
る
最
上
の
も
の
と
同
じ

も
の
と
云
は
れ
る
｡

ク
イ
ー
ス
ラ
ン
ド
の
石
衆
生
産
量
は
第
十
六
表
の
如
し
二

九
三
七
年
度
)
0

.第
二
苛

1
七
三

第

1
統

一
七
三



濠

洲

経

滑

等

惜

第
二
塔

∵
七

四

第

一
蹴

!
七

m

一
九
三
七
年

の
全
生
産
薪
は

1
九
二
九
年
以
後
の
最
大
量
で
あ
っ
て
.
二
九
年

度

の

1
.

三

六
九
.

C
O

C
ト

ン
に

比
較
す
る
と

一
八
パ
ー
セ
ス
ト
の
減
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

甫
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
洲
に
は
石
歩
は
出
な
い
t

酢
却
カ
ー
叫ノ
ト
フ
リ
ヤ

山
カ
…
T
中
門
石
呪
n
･fRl･}7討

iE
車

=
.
茄

.○
卜

,ノ

-

i〃
串
jfTF
り
駄
TTuL
r
三

日

て

&

,J

.
A

｣屯
監生
LT
n許
ま
と
｣､
),
ト
ン
ビ
b
つ
.て
O

■=･ク
rEJLL
-]l
ー
ー
]
lノ
]ノ

)
■̀
ノ
7

ク
ス
マ
ニ
ヤ

l
九
三
七
年
の
産
出
量
は
九

1
.

1
二

l
ト
ン
で
あ
っ
た
O
前
年
度
よ
り
四

二

1
四
三
ト
ン
の
誠
で
あ
っ
て
東

部
低
域
の
季
譲
は
こ
の
生
産
量
の
城
に
由
来
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
o

l
九
二
毛

年
の
全
世
界
の
産
出
額
は

二

五

一
〇
百
嵩
ト
ン
な
の
で
'
蔽
洲
の
は

1
五

･
五
肖
常
ト
ン
で
あ
る
か
ら

一
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
｡
濠
洲
の
絶
生
産
額
の

t
C
J
‰
乃
至
九
″ル
は
輸
出
さ
れ
て
ゐ
る
｡

銅tニ

ー
･
サ
.ウ
ス
･
ウ
エ
ル
ス
の

一
九
二
王

年
に
放
け
る
生
産
は
､
電
解
銅
七
五
〇
ト
/
'
銅
錦
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
レ
イ
ト
は
二
'

八
七
七
ト
ン
に
達
し
.
後
者
は
締
出
さ
れ
た
O
殆
ん
ど
絶
て
の
鋼
は
ポ
ー
ト
ケ
ム
プ
ラ
で
得
ら
れ
た
｡

1
九

一
九
年
以
後
こ
の
洲
の

生
産
は

1
.

〇
〇
C)ト
ン
を
超
∴

た
等
は
な
い
o

l
九

1
五
年
に
二
.
五
〇
∩〕
ト

ン
-

1
九

二

年
に
は

1
ロ
.
六

C
)0

ト
ン
取
れ

た
の
で
あ
る

ク
イ
ー
ン
ス
ラ
ン
ド

こ
の
洲
の

一
九
!二
七
年
の
産
出
量
は

五
'

1
凶
七
ト
ン
で
.

そ
の
慣
毅
は

三
〇

八
'

九

〇
八
樺
で
あ
っ

た
｡
最
近
年
度
に
於
て
多
少
も
ち
な
ほ
つ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
'

1
九
三
七
年
度
の
轟
毅
は

7
九
二
〇

年

度
の

-1六
~
0
0
0

諸′竜
-1.塞



J
･
ン
･

債
讐

･
五
五
二
,

O
C
O
傍
に
讐

て
甚
だ
砂
い
が
･

そ
の
原
因
は
銅
の
傍
柊
の
下
落
に
あ
る
｡

主
な
る
産
出
値
域
の

産
出
量
は
攻
の
如
く
で
あ
る
.

ク
ロ
ン
ク
ウ
リ

(C
l.ncurry
)-
三

七
二
〇
ト
ン
'

慣
讐

六
三
'
二
〇
〇
硬
.

ハ
ー
バ

ー
ト
ン

(H
erb
erro
n
)⊥

四
六
ト
ン
･
慣
額
八
･

七
六
九
硬

｡
マ
ウ
ン
ト

･
モ
ル
ガ
ン
⊥

九
六
二
ト
ン
'
慣
讐

一
七

七

〇
〇

棲
｡

甫
濠
洲

銅
の
錦
値
は
甫
嶺
洲
に
多
-
そ
の
仝
産
出
額
は
他
の
洲
の
夫
よ
-
多
い
O

三

三
七
年
の
産
出
量
は
三
四
〇
ト
ン
で
'

そ
の
慣
耕
二
1
.

一
二
〇
硬
｡

西
部
凍
洲

一
九
三
七
年
竺

孟

ト
ン
ー
慣
額
九
八
六
ポ
ン
ド
が
,J
の
洲
か
ら
輸
出
さ
れ
た
｡

タ
ス
マ
ニ
ヤ
｡

.L
九
tlI.i
J年
中

の
タ
ス
三

ヤ
に
産
山
yU
れ
た
鋼
の
量
は

一
二
'
四
二
〇
ト
ン
で
'
慣
額
七
五
九
∵

三
三

一棟
で

ノヽ
｢ノ
h)○

北

部

こ
の
洲
で
も
洞
は
あ
ち
LJ
ら
で
讃
見
さ
れ
た
が
F
触
協
の
関
田
は
胤
の
梯
稗
の
航

1
:-
J
禦

-

tt
卿

に
射
=
1
射
て
丑

歩
を

見

な
い
｡

完

三
七
年
の
鋼
の
世
界
線
生
産
額
は
二
,

三

c

c
･

〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
･
北
米
合
衆
国
の
此
に
封
す
る
割
合
は
三
分
の

l
で

濠
洲
の
共
は

l
パ
ー
セ
ン
ト
よ
-
砂
い
｡
濠
洲
に
於
け
る
鋼
の
錦
山
に
働
-
券
働
者
教
は
T
1'

三

C
J名
で
あ
っ
た
｡

織三

.

.
サ
ウ
ス
t
ウ
エ
ル
ス
の
裁
鎖
の
産
出
量
は

l
九
三
五
年
に
四
'
五
八
〇
ト
ン
に
達
し
'
そ
の
慣
璽

八
､
三
二
〇
蘭
で

あ
っ
た
｡

完

二
九
年
以
後
こ
の
洲
の
鎖
鎌
が
銑
磯
の
生
産
用
に
使
用
さ
れ
た
畢
初
の
事
で
あ
っ
た
｡
甫
濠
洲
が
長
い
間
こ
れ
を
供

給
す
る
唯

一
の
洲
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

濠

洲

経

済
事

情

軍

毒

1
七
五

第

一
助

1
七
光



:I- - ~ ~ ~ 一局

濠

洲

鮮

潜

事

情

第
二
巷

1
七

六

第

T
･:%

一
七

大

南
濠
洲

ア
イ
ア

ン

･
ク
ノ
ッ
ブ

((r
o
n

K

nob)
及

ミ
ソ
テ

ル
バ
ン
ク

(M
ldd
eJb
ank)
に
於

け
る
ブ
ロ
ー
ク
ン

･

ヒ
ル
督
杜
の

鋳
屈
の
産
出
量
は

一
九
三

ハ
年
に
最
大
量
を
示
し
t
l
'
八
八
七
'
二
九
八
ト
ン
の
繊
錦
を
産
出
し
'
JJ
の
倍
額
は
二
､

1
七
〇
､

三
九
二
碇
で
あ
っ
た
.

一
九
三
七
年
の
産
出
量
は

一
'
八
六
六
､
四

一
四
ト
ン
で
発
行
年
密
よ
り
掛
か
っ
た
｡
執
及
鋼
鉄
生
産
に
於

.]]∵
f
rJ;
･:･..i.･I,]･･∵
;ll.
日_
∵
.･･.
∴

,I
･.
∫.
.1
=･.∵
T.
/

.

.
ト

.
∴
.
-
..･
/.
‥｢
.I/L･!
･"
.･;,∴
Tp･
卜
∴
･

西
部
濠
洲

ヤ

ン
ピ
(Y
a
m
p
i).
サ
､フ

ン
ド
(
S
o

u
n
d
)
の
錦
隈
で
閲
韓
作
業
が
進
行
中
で
あ
る
が
漆
山
だ
生
産
の
段
階
に
連
し
て
ゐ

な
い
｡

タ

ス

マ
ニ

ヤ

1
九
三
七
年
中
の
織
鎖
生
産
量
は
六

一
ト
ン
で
ー
こ
れ
は
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
が
'

l
九

〇
八
年
以
後
柏
め
て

の
産
出
で
あ
っ
た
.
黄
織
錦
も
産
出
さ
れ
.
こ
れ
は

マ
ウ
ン
ト

(M
o
u
nt)'
リ

エ

ル

(L
yell)
に
於
け
る
銅
鏡
の
フ
三
ノ
イ
シ
ヨ
ン

の
副
産
物
と
し
て
産
出
さ
れ
た
も
の
で
一
九
三
七
年
に
四
〇
'
六
三
〇
ト
ン
に
達
し
た
が
'
濠
洲
に
送
ら
れ
化
輿
肥
料
生
産
に
推
爽

輸
入
燐
鋸
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
の
を
代
位
し
た
の
で
あ
っ
た
c

I

濠
洲
の
裁
及
銅
銭
の
生
産
量
は
現
在
世
界
生
産
額
の
裡
に
あ
っ
て
庖
め
て
僅
か
の
比
率
を

不
す
に
す
ぎ
な
い..
即
ち
､
銑
鉄
の
世

界
生
産
節
は

1
九
三
七
年
度
に
於
て
九
二
'
八
四
八
､

0
0
0
ト
ン
で
あ
っ
た
が
､
濠
洲
の
夫
は
六
六
五
ト
ン
で
あ
わ
;

鋼
鉄
は

1

三
五
'
三

一
七
'
0

0
C
ト
ン
で
.
濠
洲
の
夫
は
八
三
〇
ト
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
o

輿

へ
ら
れ
た
紙
数
も
つ
き
る
の
で
､
こ
の
他
の
鋳
物
即
ち
'
錬
'
鉛
'
錫
'
韮
鉛
そ
の
他
に
就
て
は
統
計
を
示
す

(第
十
玉
来
及
第

十
七
'
十
八
東
)
だ
け
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
以
下
第
二
次
世
界
大
戦
開
始
後
の
濠
洲
軽
解
の
饗
貌
に
就
て
簡
軍
に
記
述
し
て

摘
草
す
る
事
と
す
る
D

･･l
t
T1
11
-i
-
一
暮
t
t
I■
t
l
t



尭十七衆 生席コ二耗---1生産物償値 (頑)
濠

洲

経

済

事

情

第

二
番

1
七
七

第

7
新

1
七
七

工 米 ノ 種 別 d 1935-31j ;1936-37 11937-38 ｣ 1938-39

非 金属贋物虚理及採石晶

煉瓦,陶器,椅子,其他

仕草製品,染料,爆賛物
塗料,拍及月旨
工課金屠,機械器具盈退
出具

貴 金 属,雫 石,延 金

筋 論 及 紡 績 製 品

獣 皮 2;こ 皮 革

被 服

食 物 飲 物 及 壇 草

木 ,細工 及 バ ス ケ ッ ト

家 具,ベ ッ ト,其 他

班,文房具,印刷,製本

=1 ム

4,684,428

ll,312,766

52,744592

857,761

9,828,156

3,117,433

14,625,535

5,437,312

ll,909,939

60,143,682

956,652

10,262,066
3,001,056

15,867,392

36,225･703i40･393 ･914j 41･601,107
1

3,519.107

2,35(),:～L2

13[2.47:ど

1,86.Fi:.(4r=I

i2,794,742

2,303,302

137,594

14,188,137㌦ 4-559,073

2,461,962.

144,403 1

2,761,075

136.432

162,431′,こ16二日 177,684,645 196,488,0241203,416,610



塊 貢 艶取締 撃 味11樹 1jjT< 昧1東 lギr(

第十八乗 製 造 T_ 場

1 I ≡･. ･ ､ ･い ∴

133さ-3蔓 L 23,2珂

24･21'i 吟59Si

him(蒜)1即 且 了 毎 ')1㌦ (掛 ;
軸組 6681 227-745-934! 189-･OJ27L2轡 1129-〇91L915,1 つつnlつ'nAnl

:..-,:..ニ ∴ ∴ ∴ ∴ .:'.::=.. ∴ ;:･!.:.∴ 二 言

LーーL...IIi.ー..I.ー..転

｢【ー~~~L__〉

26･9411 565･106l lO6･743･0621 274･582:5_41L 281･_303_･竺 l 2略416･610I ヲoD･4_19･97_7

製 遥 工 業 一 各 洲 別

桓坤イクサイ;三ド恒 車 線 洲 巨 -ヤ j_ 計

1937- 38

1) = % &

2) 労 働 者 敗

3) 箕 銀(痩)

4) 住用燃 料倍額 //

l Sl fI 料

9,097

224,861

42,209,875

7,123,961

122,591,463

9,241

201.793

34,960,911

4,032.190

88,129,145

3,063

52,119

10,170,800

1,440,750

39,595.695

1.980

44,084

8,043,160

949,858

21,469,924



7) 工場生産物慣値

8) 土地盈建物工場

64,889,390

157,050,725

54.471,6431 40,339,541

9) プラント及機械 ′/ I 57222,693【 36,968,289

;≡::23::;53;1 189,,566i,299;ii5;,T2:･,0595491

i) コ二 場 数
2) 労 働 貯教
3) 賃 醍

4) 使用 燃 料慣額
捕り

1938
-39

照応産…過慣生11:･叩仇･i.てグエ:(U一7.

8) 土地盈建物二】_場 ′′

9) プラント及機械 〝

労 働 者 敷

箕 叙(碩う
生産過程二生ジク ′′
ル慣伯
=場生産物慣値 ′′

礎悪覚敬称整

.TILJ-30β.6

1.423,549F
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線

洲

鯉

蹄

電

情

五

第
二
次
世
界
大
我
下
の
濠
洲
の
経
済

第
二
令

ll
八
〇

弗

山
批

一

八
〇

js:

政

弘
rp
LJ
訂
′∝,.hrTn
,･鼓
川

リ
ガ記事
計
れnTrF
ヱ凱
ワLIb
労
,.U
′
｣′(
n
LL.T
こ
7
.I/
ノ/
H,

つ
か実
,′臼
･ン
YTt,･lp.l
月
新
し
一
.L.THF一
L(
-

t
十
/
〓
仙J
Ll

〓
一】ノ

一
九
三
八

-
三

九

l
九
四
〇

-
四
l

'J
U

H1
1
二

LLU
U
f伯

九
八
~
〇
三
一
'

0
0
0
硬

二
七

〇
'
八
五
111L.

O
O
C)榛

一
九
三
九
年
の
九
月
以
降
は
そ
の
囲
防
を
戦
時
娼
制
化
し
た
の
で
あ
つ
た
が
'
右
隷
算
の
う
ち
の
閲
防
支
出
は
攻
の
如
-
に
増
加

し
た
｡l

九
三
七
1
三
八

一
九
三
八
-
三
九

一
九
三
九
-
四
〇

一
九
四
〇
-
四

1

五
'
九
四
八
'
五
九
五
碇

八
､
八
五
四
'
五
二
二
二
砕

五
五
.

二

四
､
五
l
O
啓

一
八
六
'

0
0
0
'
〇
〇
〇
硬

最
後
の
数
字
は
推
算
で
あ
る
が
'
あ
る
報
せ
に
よ
れ
ば
二
億
啓
を
こ
え
る
と
償
･へ
ら
れ
る
｡
歳
出
と
歳
入
と
の
開
き
は
大
き
く
な

る
許
-
で
'

l
九
三
九
年
1
四
〇
年
の
赤
字
は
三

'
三
五
四
'
七
八
九
啓
'

1
九
四
〇
-
四

1
年
は

二

九
'
七
三
〇
'
八

l
五



養

曹
-
.tt.
.書
1

...
↓

寺

.

.

1..
.
.
.

.

..

､

.
1

‥

‥

J.
‥

J

.1
ー
､
.

..,㍉

]:
･･(.T

T
リ

.,量

.

は

7
1八

'

0
0
0
.

〇
〇
〇
樺
の
公
債
を
畿
行
L
t
同
五
月
竺

10
､

0
0
0
'

0
0
0
薩
の
公
債
を
費

行
し
た
｡
lt方
戟
時
貯
蓄

債
券

l

五
t
O
C
)〇
.
U
,;
C
癖

､
又
無
利
子
公
債
五
､

一
〇
〇
.
〇
〇
〇
を
起

債
し
た
O

第

1

次

産

業

我
等
勃
聾
と
倶
に
英
本
圃
は
羊
毛
'
バ
ク
'
チ
ー
ズ
.
錯
語
具
賛
'
乾
燥
異
音
､
肉
'
砂
糖
､
鋼
'
亜
鉛
'
タ
ン
グ
ス
テ
ン
'
タ

ン
グ
ス
テ
ン
鋼
等
の
輸
出
可
能
畳
を
全
部
買
上
げ
た
の
で
.
濠
洲
の
第

1
次
産
業
に
於
け
る
危
機
は
さ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
小
変

の
飴
制
の
脅
威
は
英
鯛
の
購
入
-
1
小
悲
謹

八
六
.

〇
〇
rJ
.

〇
〇
〇
ブ
ッ
シ
ェ
ル
､
小
変
粉
は

一
二
〇
､

〇
〇
〇
ト
ン
-

ー
と

l

九
四

〇
年
末
の
草
魅
に
ょ
つ
て
J亡
け
る
苛
が
で
き
た

｡
l
九
四

〇
年
の
末
に
は
濠
洲
の
小
穿
局
は

l
九
三
九
-
四

〇
年
の
収
穫

一
九

ッ

シ
ェ

ル

は

小

券
局

に

供
;
さ

れ
る

串

と
挙
り

'
倖

か
に
二
三

五
0
0
.

0
0
0
ブ
ッ
シ
ェ
ル
だ
け
が

一
九
四

一
年
塵
の

輸

出

可

能
量
と
さ
れ
て
ゐ
る
o
最
近
船
舶
不
足
の
た
め
大
骨
債
物
や
易
損
品
貨
物
は

斡
遠
に
優
先
を
輿

へ
ら
れ
な
-
な
り
'
泉
琴

錦
語
具

貫
.
葡
萄
酒
等
の
輸
出
は
激
減
し
た
｡

工

業

生

産

薦
替
取
組
の
困
難
'
船
舶
の
減
少
等
の
賃
'
輸
入
の
杜
絶
乃
至
減
少
と
な
り
'

1
万

1
九
四

〇
年
の
春
以
後
'
英
圃
は
自
閉
の
国

防
充
菅
に
執
質
し
て
他
を
省
る
遥
な
-
'
嘘
洲
は
'
そ
こ
で
､
自
圃
の
軍
備
ば
か
-
で
な
く
'

三

ヂ

-
ラ
ン
ド
'
印
度
'
そ
の
他

英
領
地
に
ま
で
'
銭
兜
と
か
そ
の
他
の
軍
需
品
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
-
'
哉
宰
開
始
後
は
.

飛
行
機
の
フ
レ
ー
ム
'
エ

ソ

濠

洲

粁

漕

事

情

第
二
着

7
八

一

第

1
妹

1
八

T



濠

洲

押

掛

事

情

第
二
塘

一
八
二

第
].
破

!
八
二

ヂ
ン
.
プ
ロ
ペ

ラ
'
ブ

レ
ン
銃
'
高
射
砲
､
等
々

を
製
造
す
る
も
の
と
も
含
む
幾
多
の
工
場
が

設
立
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
｡

TL
九
四

一
年
六
月
に
直
接
の
軍
需
品
工
場
に
働
く

労
働
者
教
は

1
五
常
人
を
突
蟹
す
る
と
云
は
れ
る
.
西
部

ニ
ュ
ー
･
サ
ウ
K;

ラ

エ
ル
ス

忙
於
け
る
石
淡
'

織
の
紙
状

及
び
甫
接
洲
の

W
h
y
alla
に
近
き
錬
鎖
床
に
乗
申
さ
れ
て
ゐ
る
徴
及
銅
教
産
業
は
過
去
十
年

)
I
)

二
IL
lJ
.J･LuJ｡/
二
-
山.
nT-j
l-
つ
朋
乾
つ
-
祭
敬
ま
自
衛
-
･
ノ
臣
,｣え
.
.n
湯
徴
も
喋
れ
し
わ
S

.L
凹
.ニ
城
の
割
介
ifj練
習
飛

･,

･/I
トト
｢.
;･
･,･∵
.1
.;
1
･.､

∴
･.
･･P.
ト
バ
.1
.
∵
.･.｡､
-
.L
.-
･り!p

行
磯
が
つ
-
ら
わ
..

i
九
四

一
年
の
夏
か
ら
は

P,jistGi
B
eaufc,rt
型
の
爆
紫
根
四

〇
〇
護
が
生
産
さ
れ
る
と
報
:ニ
ら
れ
允
.
ブ
レ

ン
銃
の
生
産
は

1
九
四

l
年
の

一
月
に
開
始
さ
れ
た
と
億

へ
ら
れ
た
｡
工
業
生
産
の
監
督
は
軍
需
省
の
行
ふ
所
で
-
こ
の
長
官
は
濠

洲
で
の
最
大
の
骨
錐
ブ

ロ
ー
ク
ン
･
ヒ
ル
の
理
事
た
-
L

E
sstn
g
ton
L
ew
s
氏
で
あ
る
｡

濠
洲
の
軍
需
工
業
の
進
非
を
阻
審
す
る
因
子
は

7
に
止
ま
ら
た
い
が
'
就
中
'
原
料
品
の
不
足
及
工
作
機
械
及
熱
価
労
働
者
の
不

足
は
最
大
の
難
鮎
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

1
千
高
密
を
投
じ
て
政
府
は
濠
洲
に
な
い
軍
需
原
料
品
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
罪
た
の
で
あ
る
が
'

ヂ

ユ
ー
ト
'
綿
t
rゴ
ム

､
ブ
-
キ
'
工
柴
開
化
笹
製
品
'
染
料
'
等
に
つ
き
六
ケ
月
乃
至

1
ケ
年
分
の
ス
ト
ッ
ク
を
し
て
来
た
の
で

あ
る
C
工
作
機
械
の

問
題
は
最
も
困
難
で
あ
っ
て
'
此
は
ド
イ
ツ
か
ら
は
峯
-
釆
な
-
な
-
'
英
国
及
米
園
の
分
も
減
少
し
'
濠
洲

は
白
圃
生
産
品
に
依
接
せ
ざ
る
を
待
な
-
在
-
'

一
九
四

一
年
二
月
に
三
百
常
啓
を
投
じ
三
〇
の
自
国
の
工
場
に
四
千
の
工
作
機
械

の
注
文
を
敬
し
て
ゐ
る
O

軍
需
工
業
に
於
け
る
労
働
力
の
不
足
を
お
ぎ
な
ふ
駕
に
､
政
府
及
洲
政
府
は
労
働
組
合
と
協
力
し
て
講
習
を
開
始
し
て
ゐ
る
.

1

九
四
〇
年
六
月
に
は
五
六
五
千
人
の
工
場
労
働
者
が
記
録
さ
れ
た
が
'
比
は
濠
洲
と
し
て
は
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
｡

ド
ル
及
び
ギ
ル
ダ
ー
の
手
持
を
保
持
す
る
属
t

l
九
二
元

年
十
二
月

1
日
に
濠
洲
政
府
は
ポ
ン
ド

･
ブ

ロ
ッ
ク
以
外
か
ら
の
輸
入

一
T

t
音

一
l1
一t
一
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l
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'd･lt
一i

を
厳
禁
し
'
他
か
ら
の
輸
入
は
許
可
制
に
L
t
多
-
の
品
物
は
帝
人
を
完
全
に
禁
止
し
.
あ

る

物

品
に
裁
て
は
戟
前
の
帝
人
量
の
一

定
比
率
内
に
限
定
し
た
の
で
あ
つ
た
が
'

1
九
四
C
年
四
月
に
は
こ
の
規
定
は

1
暦
損
大
さ
れ
た
O
然
る
に
も
か
1
は
ら
ず
輸
入
は

減
ぜ
ず
'
輸
入
品
は
哉
李
に
不
可
避
的
な
も
の
に
移
行
し
'
軍
需
原
料
品
'
飛
行
機
'
そ
の
部
分
品
'
そ
の
他
の
軍
需
品
に
な
っ
た

の
で
あ
る
｡

1
九
四
0
年
の
畢
初
の
九
ケ
月
に
於
て
は
北
米
合
来
観
の
輸
出
は
五
七
t

l
二
九
r
c
O
O
弗
に
の
ぼ
つ
た
が
'

一
九

三
九
年
度
の
同
期
に
於
て
は
聖

二
'
七
八
C
)'

O
C
L､1)弗
で
あ
っ
た
0

第
十
九
来

援

洲

外

囲

貿

易

(
英
千
碩
)

T九
三

七
年

輪

八

九
二
ユハ
四
二

h翻

り
リ

ー
二
人八
⊥ハ
六
F
.

山
九
三
八
年

1
T≡
'九
七
先

.二
ILl五
つT<
三

ハ

一
■∵
ハ
⊥ハ
二

一
九
三
九
小S･

1
〇
二
'
1
五
六

一
一
二
.
二
〇
l

HJ

U
Eu
i=

山
九
E
I

〇
年(推
算)

二

五

'七

〇五

l
l]jfr.E
l

lHF
五
〓
二
二

栽
雫
は
濠
洲
疋
所
に
根
本
的
な
間
問
を
な
げ
か
け
て
ゐ
る
｡
真
牧
業
生
産
品
の
輸
出
の
問
題
と
外
債
支
棟
の
問
題
で
あ
る
O
雨
着

と
も
英
本
国
及
歓
米
語
園
に
そ
の
主
要
な
る
市
場
を
見
出
し
て
ゐ
た
碓
碑
の
経
済
政
策
が
'
事
態
の
推
移
と
と
も
に
矛
盾
と
化
し
た

と
見
る
可
き
で
あ
ら
う
｡
か
1
る
矛
盾
が
如
何
に
し
て
克
服
さ
る
可
き
ゃ
は
昔
面
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
興
味
あ
る
又
重
大
な
る
課
題

で
あ
ら
う
が
'
此
は
購
ら
く
小
論
の
論
外
に
お
い
て
潤
筆
す
る
.

(経
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事

情
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二
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八
三
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1
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